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個別業績の前期実績値との差異に関するお知らせ 
 

当社は、個別業績予想につきましては重要性の観点から公表を行っておりませんが、2023 年 3 月

期の個別業績につきまして、前期実績値との差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたし

ます。 
記 

1．2023 年 3 月期個別業績と前期実績値との差異（2022 年 4 月 1 日～2023 年 3 月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前期実績（2022 年 3 月期）（A） 

百万円 

9,492 

百万円 

636 

百万円 

652 

百万円 

803 

円 銭 

105.74 

当期実績（2023 年 3 月期）（B） 10,105 879 953 1,109 150.59 

増減額（B－A） 612 243 300 306 ― 

増減率（％） 6.5% 38.2% 46.1% 38.2% ― 

（注）当社は、2021 年 10 月 1 日付で普通株式 10 株につき 1 株の割合で株式併合を行っております。これに伴い、

１株当たり当期純利益は、前事業年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、算定しております。 

 
2．前期実績値との差異の理由 

「教育」の通信制高校事業において生徒数が過去最高を更新したことや、新たなキャンパスの開

校や既存拠点の拡大により e スポーツコースの受講生が順調に増加したことに加え、「技術」の CDN
（アカマイ）サービスにおいて既存顧客や新規顧客へのサービスの提供拡大が続いていること等に

より、増収増益となりました。 
経常利益は、営業利益の増加に加え、子会社からの配当金受領があったこと等により、前期実績

を大幅に上回りました。 
当期純利益は、「スタジオ・コンテンツ」における外国映画の配給事業からの撤退に係る棚卸資産

の評価減を特別損失に計上したものの、経常利益の増加に加え、繰延税金資産の積み増しに伴い、

法人税等調整額（益）が増加したことにより、増益となりました。 
 
なお、連結業績につきましては、本日公表いたしました「2023 年 3 月期 決算短信〔日本基準〕

（連結）」をご覧ください。 

以  上 


